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「
食
」
を
活
か
し
た

　

「
若
狭
お
ば
ま
型
」
介
護
予
防
事
業

《介護予防サービス》

①運動器の機能向上
　理学療法士などの指導によ
り、ストレッチや有酸素運動、
簡単な器具を用いた運動などを
行う
②栄養改善
　管理栄養士などが、栄養改善
のための食べ方や食事づくり、
食材の購入方法の指導、情報提
供などを行う
③口腔機能の向上
　歯科衛生士などが、歯磨きや
義歯の手入れ方法、そしゃく機
能の訓練などを行う

　

介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス

　

自
分
で
動
け
ば
で
き
る
こ
と

ま
で
ヘ
ル
パ
ー
さ
ん
に
頼
っ
て

い
る
と
、
体
は
だ
ん
だ
ん
と
衰

え
て
い
き
ま
す
。
生
活
を
活
発

に
す
る
サ
ー
ビ
ス
を
早
め
に
利

用
す
る
こ
と
で
、
状
態
を
改
善

し
、
自
分
ら
し
い
生
活
を
続
け

る
こ
と
が
可
能
に
な
り
ま
す
。

　

介
護
予
防
を
進
め
る
た
め
四

月
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
た
改
正
介

護
保
険
制
度
。
食
の
ま
ち
づ
く

り
を
進
め
る
小
浜
市
で
は
、
そ

の
内
容
を
踏
ま
え
、
食
を
活い

か

し
た
「
若
狭
お
ば
ま
型
」
介
護

予
防
を
学
ぶ
研
修
会
を
十
一
月

十
日
に
開
催
し
ま
し
た
。

　

今
後
、
市
の
ま
ち
づ
く
り
の

テ
ー
マ
で
あ
る
「
食
」
を
切
り

口
と
し
た
さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組

み
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ　

　

健
康
長
寿
課

　

☎
内
線
１
６
１
へ　

こ
の
た
め
四
月
か
ら
、
要
支
援

１
・
２
の
人
を
中
心
に
介
護
予

防
サ
ー
ビ
ス
（
左
記
を
参
照
）

を
始
め
ま
し
た
。

　
「
若
狭
お
ば
ま
型
」
介
護
予

防
が
ス
タ
ー
ト

　

小
浜
市
で
は
現
在
、
高
齢
化

率
が
約
二
十
六
％
と
な
り
、
四

人
に
一
人
が
六
十
五
歳
以
上
の

高
齢
者
と
い
う
状
況
で
す
。
ま

た
、
六
十
五
歳
以
上
の
高
齢
者

約
八
千
四
百
人
の
う
ち
、
十

六
％
に
あ
た
る
約
千
四
百
人
が

要
介
護
認
定
を
受
け
て
お
り
、

要
介
護
認
定
率
が
年
々
高
く
な

る
と
と
も
に
、
介
護
サ
ー
ビ
ス

の
利
用
や
費
用
も
多
様
化
か
つ

増
大
化
し
て
き
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
中
、
食
の
ま
ち

づ
く
り
を
進
め
る
市
で
は
、
新

予
防
給
付
お
よ
び
介
護
予
防
事

業
の
サ
ー
ビ
ス
と
し
て
導
入
さ

れ
た
「
栄
養
改
善
」
を
中
心
に
、

介
護
予
防
策
に
取
り
組
ん
で
い

く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

特
に
、
市
に
古
く
か
ら
伝
わ

る
伝
承
料
理
・
郷
土
料
理
（
ス

ロ
ー
フ
ー
ド
）
が
、
病
気
や
寝

た
き
り
、
認
知
症
を
防
止
す
る

効
果
的
な
手
段
の
一
つ
で
あ
る

と
考
え
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
介

護
予
防
の
担
い
手
で
あ
る
ケ
ア

マ
ネ
ジ
ャ
ー
や
介
護
サ
ー
ビ
ス

事
業
に
携
わ
る
関
係
者
な
ど
を

対
象
に
、
各
種
研
修
会
や
調
理

体
験
実
習
な
ど
を
開
催
し
、「
若

狭
お
ば
ま
型
」
介
護
予
防
を
推

進
し
て
い
き
ま
す
。　

「若狭おばま型」介護予防研修会での献立（材料は６人分）

（材料）
コメ　…２合　　ホウレンソウ　…２分の１束
酒　…小さじ１と２分の１　　薄口しょうゆ　…少々
塩　…少々

（作り方）
❶ホウレンソウは塩を入れた熱湯でゆでる。水であら熱を
　取って絞り、細かく刻み酒、薄口しょうゆを絡める
❷コメを炊き、❶の水分を軽く絞って混ぜ合わせる

の
っ
ぺ
い
汁

菜
飯

（材料）
里芋　…３個　　ニンジン　…40㌘　　焼き麩　…６個
生シイタケ　…３枚　　平こんにゃく　…４分の１枚
かまぼこ　…４分の１本　　片栗粉・水　…各大さじ１　
水　…900㏄　　だし昆布　…１枚　　かつお節　…３㌘
薄口しょうゆ　…40㏄　　塩　…小さじ２分の１

（作り方）
❶鍋に水を入れだし昆布をつけておく
❷里芋の皮をむき適当な大きさに切る
❸焼き麩を水で戻しておく
❹シイタケ、かまぼこを薄切りにし、ニンジンは拍子切り
　にする。こんにゃくは熱湯で下湯し、細かい拍子切りに
　する
❺❶に火をかけ沸騰直前にかつお節を加える。沸騰したら
　昆布とかつお節を取り出す
❻❺に里芋、ニンジン、シイタケを加え、アクを取りなが
　ら煮る。柔らかくなったらこんにゃく、かまぼこ、焼き
　麩を入れ、薄口しょうゆ、塩を加える

高
野
豆
腐
の
白
あ
え
風

（材料）
高野豆腐　…３枚　　ホウレンソウ　…２分の１束
ニンジン　…45㌘　　白すりごま　…大さじ４
塩　…少々
ⓐ（マヨネーズ 30㌘、ポン酢 35㏄、砂糖少々）

（作り方）
❶高野豆腐を水で戻し薄く切る。ニンジンは３㌢の短冊切
　りにしてゆでる。ホウレンソウはゆでて３㌢に切る
❷鍋に水と高野豆腐を入れ、中火にかけふたをして７〜８
　分煮る。高野豆腐が煮くずれるくらい柔らかくなったら
　塩を入れて火を止め、ザルに上げて絞る
❸すり鉢で❷の高野豆腐を細かくつぶして冷ます
❹ボウルにⓐと白すりごまを混ぜ合わせておく
❺ニンジンとホウレンソウを❸に加え❹を合わせる

焼
き
サ
バ
と
谷
田
部
ネ
ギ

の
煮
付
け

（材料）
焼きサバ　…１尾　　谷田部ネギ　…160㌘
ショウガ　…15㌘
ⓐ（水 260㏄、しょうゆ大さじ４、砂糖大さじ２、みりん
　　大さじ１、酒大さじ１）

（作り方）
❶焼きサバを串から抜き、大きめにほぐしておく
❷谷田部ネギは５㌢の斜め切りにする
❸ショウガを半分に切り、皮付きのまま薄切りにする
❹鍋にⓐと❸を入れて強火にかけ、煮立ったら❶を入れて
　７〜８分煮る
❺❹に❷を加え５分煮る
❻器に盛ったら残りのショウガを千切りにして飾る

で
っ
ち
よ
う
か
ん※でっちようかんの材料、作り方は、広報おばま（平成 18 年１月号

　３ページ）をご覧ください。	
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平
成
十
八
年
度

市
長
表
彰
・
文
化
奨
励
賞

　

平
成
十
八
年
度
の
小
浜
市
長
表
彰
・
小
浜
市
文
化
奨
励
賞
の
受
賞
者
が
決
ま

り
、
十
一
月
三
日
、
文
化
会
館
で
表
彰
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

市
長
表
彰
は
十
一
個
人
・
四
団
体
、
奨
励
賞
は
二
個
人
・
一
団
体
、
文
化
奨

励
賞
は
三
個
人
・
二
団
体
の
皆
さ
ん
で
す
。
受
賞
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ　

総
務
課　

☎
内
線
３
５
２
へ

　

昭
和
五
十
八
年
か
ら
平
成
十

五
年
ま
で
、
市
議
会
議
員
を
五

期
二
十
年
務
め
ら
れ
ま
し
た
。

そ
の
間
、
副
議
長
な
ど
の
要
職

を
歴
任
さ
れ
、
市
政
の
発
展
と

住
民
福
祉
の
向
上
に
大
き
く
貢

献
さ
れ
ま
し
た
。

　

昭
和
五
十
五
年
に
千
鳥
会
を

創
設
。
以
来
、
代
表
と
し
て
筝

お
よ
び
三
弦
の
普
及
指
導
と
後

継
者
の
育
成
に
尽
力
さ
れ
て
い

ま
す
。
平
成
八
年
か
ら
は
小
浜

市
文
化
協
会
の
理
事
、
同
十
八

年
か
ら
は
常
任
理
事
を
務
め
ら

れ
、
健
全
な
協
会
運
営
と
市
の

文
化
振
興
に
大
き
く
貢
献
さ
れ

て
い
ま
す
。

　

昭
和
五
十
三
年
か
ら
小
浜
市

文
化
協
会
常
任
理
事
、
平
成
四

年
か
ら
は
副
会
長
、
同
十
二
年

か
ら
十
八
年
四
月
ま
で
会
長
を

務
め
ら
れ
、
協
会
組
織
の
強
化

と
文
化
の
ま
ち
づ
く
り
に
貢
献

さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
同
十
七

年
度
に
開
催
さ
れ
た
国
民
文
化

祭
事
業
の
成
功
に
も
大
き
く
貢

献
さ
れ
ま
し
た
。

　

昭
和
六
十
一
年
、
有
志
に
よ

る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
し
て
立
ち

上
げ
ら
れ
て
以
来
、「
放
生
祭
」

の
存
続
発
展
と
伝
統
文
化
の
継

承
に
尽
力
さ
れ
て
い
ま
す
。
平

成
八
年
に
「
明
日
の
放
生
祭
を

考
え
る
会
」
と
し
て
正
式
結
成

し
、
放
生
祭
の
知
名
度
向
上
と

演
奏
者
の
士
気
向
上
に
努
め
ら

れ
、
市
の
文
化
振
興
に
大
き
く

寄
与
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

昭
和
六
十
年
か
ら
精
神
障
害

者
の
社
会
復
帰
と
人
権
回
復
を

目
的
に
、
社
会
福
祉
法
人
「
若

狭
つ
く
し
会
」
設
立
と
通
所
授

産
施
設
「
つ
く
し
の
家
」
開
設

に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、

高
齢
者
の
介
護
問
題
に
も
精
通

し
、要
介
護
者
や
家
族
の
支
援
、

介
護
保
険
事
業
の
円
滑
運
営
な

ど
に
寄
与
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

昭
和
四
十
四
年
、
小
浜
市
社

会
福
祉
協
議
会
に
就
職
。
市
民

に
親
し
ま
れ
福
祉
ニ
ー
ズ
に
応

え
ら
れ
る
社
会
福
祉
協
議
会
を

目
指
し
、
十
数
団
体
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
を
育
成
さ
れ
ま
し
た
。

現
在
も
社
会
福
祉
協
議
会
の
常

務
理
事
と
し
て
、
同
会
の
発
展

と
地
域
福
祉
の
推
進
に
大
き
く

貢
献
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

昭
和
五
十
五
年
の
設
立
以

来
、
食
品
添
加
物
や
食
品
表
示

の
研
究
な
ど
に
取
り
組
ま
れ
、

食
の
安
全
に
対
す
る
消
費
者
意

識
を
向
上
さ
せ
る
な
ど
食
の
ま

ち
づ
く
り
推
進
に
尽
力
さ
れ
て

い
ま
す
。
ま
た
、
環
境
に
や
さ

し
い
手
作
り
せ
っ
け
ん
の
製
作

や
リ
サ
イ
ク
ル
運
動
を
積
極
的

に
展
開
す
る
な
ど
、
食
を
は
ぐ

く
む
環
境
づ
く
り
に
大
き
く
貢

献
さ
れ
て
い
ま
す
。

永な
が
い井  

甚じ
ん
い
ち
ろ
う

一
朗  

さ
ん

（
小
浜
生
玉
・
77
歳
）

　

文
化
振
興
功
労

　

文
化
振
興
功
労

明あ

す日
の
放ほ

う
ぜ
ま
つ
り

生
祭
を
考

か
ん
が
え
る
会か

い

石い
し
ば
し橋  

和か
ず
ひ
こ彦  

さ
ん

（
谷
田
部
・
60
歳
）

　

自
治
振
興
功
労

杉す
ぎ
た田  

季き

み

え

美
枝  

さ
ん

（
城
内
一
丁
目
・
79
歳
）

　

文
化
振
興
功
労

前ま
え
か
わ川  

久ひ
さ
こ子  

さ
ん

（
水
取
三
丁
目
・
76
歳
）

　

社
会
福
祉
功
労

大お
お
ひ
ら平  

孝こ
う
と
く徳  

さ
ん

（
上
中
井
・
60
歳
）

　

社
会
福
祉
功
労

　

社
会
事
業
功
労

小お
ば
ま
し

浜
市
消し

ょ
う
ひ
し
ゃ

費
者
協き

ょ
う
ぎ
か
い

議
会

《
市
長
表
彰
》

　

政
治
、
経
済
、
教
育
文

化
な
ど
で
市
政
振
興
に
寄

与
さ
れ
、
市
民
の
模
範
と

な
っ
て
活
躍
さ
れ
た
個
人

や
団
体
を
表
彰
す
る
も
の

《
奨
励
賞
》

　

ざ
ん
新
な
発
想
や
特
色

あ
る
活
動
に
よ
り
、
ま
ち

づ
く
り
や
産
業
振
興
へ
の

貢
献
度
が
特
に
顕
著
で
あ

る
と
認
め
ら
れ
る
個
人
や

団
体
を
表
彰
す
る
も
の

《
文
化
奨
励
賞
》

　

科
学
、
教
育
、
文
学
、

芸
術
、
歴
史
な
ど
で
著
し

い
業
績
を
あ
げ
、
文
化
振

興
に
寄
与
さ
れ
た
個
人
や

団
体
を
表
彰
す
る
も
の

《
感
謝
状
》

　

市
制
施
行
五
十
五
周
年

お
よ
び
食
の
ま
ち
づ
く
り

条
例
制
定
五
周
年
を
記
念

し
、
ま
ち
づ
く
り
へ
の
貢

献
が
顕
著
な
個
人
や
団
体

に
贈
呈
す
る
も
の



❼ 広報おばま　平成 18.12 広報おばま　平成 18.12❻

　

昭
和
五
十
一
年
、
小
浜
市
森

林
組
合
に
就
職
。
森
林
の
多
面

的
機
能
を
維
持
、
向
上
す
る
う

え
で
不
可
欠
な
植
栽
、
保
育
、

伐
採
な
ど
の
施
業
や
病
害
虫
の

防
除
、
森
林
火
災
の
防
止
な
ど

に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。
森
林
管

理
作
業
に
愛
情
を
持
っ
て
従
事

さ
れ
て
い
る
姿
は
、
林
業
従
事

者
育
成
の
指
導
者
と
し
て
他
の

模
範
と
な
り
、
現
在
も
理
事
と

し
て
活
躍
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

平
成
八
年
か
ら
同
十
七
年
ま

で
、
小
浜
市
農
業
委
員
を
三
期

九
年
務
め
ら
れ
、
特
に
同
十
四

年
か
ら
は
会
長
と
し
て
市
の
農

業
振
興
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
同
十
七
年
に
は
県
内
四

万
農
家
の
代
表
と
し
て
、
宮
中

の
神
饌
に
コ
メ
と
ア
ワ
を
献
穀

す
る
新
嘗
祭
で
献
穀
奉
耕
者
の

重
役
を
果
た
さ
れ
る
な
ど
、
地

域
農
業
の
発
展
に
大
き
く
貢
献

さ
れ
ま
し
た
。

　

昭
和
四
十
年
か
ら
若
狭
漆
器

製
造
に
従
事
。
福
井
県
伝
統
工

芸
士
連
合
会
副
会
長
な
ど
の
要

職
を
歴
任
さ
れ
、
伝
統
産
業
の

発
展
と
後
継
者
の
育
成
に
尽
力

さ
れ
て
い
ま
す
。
特
に
若
狭
路

博
２
０
０
３
で
は
、
伝
統
工
芸

の
職
人
集
団
「
若
狭
工
房
」
の

代
表
と
し
て
、
来
場
者
に
市
の

伝
統
産
業
を
大
き
く
Ｐ
Ｒ
さ
れ

ま
し
た
。

　

昭
和
二
十
六
年
、
芝
浦
小
浜

鋳
造
所
と
し
て
設
立
。
自
動
販

売
機
の
開
発
、
設
計
製
造
を
主

要
事
業
と
し
て
、
永
年
に
わ
た

り
雇
用
、
納
税
面
で
貢
献
さ
れ

て
い
ま
す
。
平
成
十
七
年
か
ら

は
、
自
動
販
売
機
の
製
造
か
ら

販
売
、
サ
ー
ビ
ス
ま
で
一
連
の

業
務
を
一
本
化
し
、
小
浜
工
場

を
本
社
と
し
て
全
国
で
事
業
を

展
開
し
て
い
ま
す
。

　

昭
和
十
八
年
、（
株
）
芝
浦

製
作
所
小
浜
工
場
と
し
て
操
業

を
開
始
。永
年
に
わ
た
り
雇
用
、

納
税
、
周
辺
技
術
の
振
興
な
ど

で
貢
献
さ
れ
て
い
ま
す
。ま
た
、

中
国
平
湖
市
に
工
場
進
出
し
て

い
る
こ
と
か
ら
、
四
月
二
十
五

日
に
結
ば
れ
た
同
市
と
小
浜
市

と
の
友
好
交
流
提
携
に
も
大
き

く
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

　

平
成
十
年
か
ら
「
お
箸
知
育

教
室
」
を
開
催
。
箸
の
正
し
い

持
ち
方
を
教
え
る
な
ど
食
育
活

動
に
尽
力
さ
れ
て
い
る
ほ
か
、

折
れ
た
木
製
バ
ッ
ト
を
回
収
し

て
箸
な
ど
の
製
品
に
リ
サ
イ
ク

ル
し
、
そ
の
収
益
を
環
境
保
全

と
資
源
の
育
成
に
役
立
て
て
お

ら
れ
ま
す
。
ま
た
、
日
本
漆
文

化
研
究
所
理
事
長
と
し
て
中
国

で
講
演
な
ど
を
行
い
、
国
際
交

流
に
も
貢
献
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

昭
和
二
十
二
年
、
国
富
村
農

業
会
に
入
会
。
平
成
九
年
か
ら

は
若
狭
農
業
協
同
組
合
代
表
理

事
組
合
長
と
し
て
、
社
会
に
信

頼
さ
れ
る
組
織
づ
く
り
と
地
域

農
業
の
発
展
、
振
興
に
尽
力
さ

れ
ま
し
た
。
こ
の
間
、
福
井
県

農
業
協
同
組
合
中
央
会
の
副
会

長
を
務
め
ら
れ
る
な
ど
、
県
下

の
農
業
指
導
者
と
し
て
も
活
躍

さ
れ
ま
し
た
。

　

昭
和
二
十
九
年
の
開
業
以

来
、
若
狭
塗
箸
の
生
産
技
術
向

上
に
尽
力
さ
れ
、
機
械
を
導
入

し
て
各
企
業
の
技
術
開
発
を
促

進
す
る
な
ど
、
若
狭
塗
箸
の
知

名
度
を
全
国
に
広
げ
ら
れ
ま
し

た
。
ま
た
、
若
狭
箸
工
業
協
同

組
合
の
理
事
を
永
き
に
わ
た
っ

て
務
め
ら
れ
、
箸
業
界
の
安
定

と
発
展
に
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

石い
し
ば
し橋  

房ふ
さ
じ治  

さ
ん

（
栗
田
・
77
歳
）

　

産
業
振
興
功
労

内な
い
と
う藤  

實
み
の
る  

さ
ん

（
城
内
一
丁
目
・
75
歳
）

　

産
業
振
興
功
労

西に
し
お
か岡  

佐さ
い
ち
ろ
う

一
郎  

さ
ん

（
下
根
来
・
71
歳
）

　

産
業
振
興
功
労

橋は
し
も
と本  

征ゆ
き
ひ
こ彦  

さ
ん

（
法
海
・
62
歳
）

　

産
業
振
興
功
労

加か
ふ
く福  

清せ
い
た
ろ
う

太
郎  

さ
ん

（
一
番
町
・
62
歳
）

　

産
業
振
興
功
労

　

産
業
振
興
功
労

芝し
ば
う
ら浦

自じ
は
ん
き

販
機
（
株
）

　

産
業
振
興
功
労

日に
ほ
ん
で
ん
さ
ん

本
電
産
シ
バ
ウ
ラ（
株
）

浦う
ら
た
に谷  

兵ひ
ょ
う
ご
う剛  

さ
ん

（
新
小
松
原
・
61
歳
）

　

特
別
功
労

【
感
謝
状
】

高た
か
と
り鳥  

有ゆ
う
こ
う幸  

さ
ん

（
谷
田
部
・
80
歳
）

　

友
好
都
市
の
中
国
西
安

市
に
あ
る
草
堂
寺
と
親
交

が
深
く
、
桜
の
苗
木
を
寄

贈
さ
れ
る
な
ど
草
堂
寺
周

辺
の
環
境
づ
く
り
に
貢
献

さ
れ
て
い
ま
す
。
市
民
使

節
団
派
遣
（
六
月
二
十
三

日
〜
二
十
六
日
）
の
際
に

は
仲
介
を
さ
れ
る
な
ど
、

西
安
市
と
の
友
好
交
流
に

寄
与
し
て
い
た
だ
い
て
い

ま
す
。

【
感
謝
状
】

渡わ
た
な
べ辺  

淳
す
な
お  

さ
ん

（
お
お
い
町
川
上
・
75
歳
）

　

平
成
十
二
年
度
か
ら
五

年
間
、
小
浜
市
近
辺
の
子

ど
も
た
ち
に
絵
画
教
室
を

開
催
し
て
い
た
だ
き
、
子

ど
も
の
情
操
教
育
に
ご
協

力
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ま

た
、
各
種
団
体
を
対
象
と

し
た
講
演
会
や
絵
画
コ
ン

ク
ー
ル
の
審
査
員
を
務
め

て
い
た
だ
く
な
ど
、
善
意

で
さ
ま
ざ
ま
な
行
事
で
お

世
話
に
な
っ
て
い
ま
す
。
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柴し
ば
た田  

享
す
す
む  

さ
ん

（
新
保
・
58
歳
）

　

奨
励
賞

池い
け
だ田  

清き
よ
か
ず和  

さ
ん

（
多
田
・
56
歳
）

　

奨
励
賞

　

主
に
水
稲
と
大
麦
を
耕
作
。

平
成
六
年
に
福
井
県
指
導
農
業

士
、
同
七
年
に
小
浜
市
認
定
農

業
者
に
認
定
さ
れ
、
地
域
の

リ
ー
ダ
ー
と
し
て
活
躍
さ
れ
て

い
ま
す
。同
十
六
年
度
か
ら
は
、

小
浜
市
水
田
農
業
推
進
協
議
会

会
長
と
し
て
水
田
農
業
の
構
造

改
革
に
大
き
く
貢
献
さ
れ
、
市

の
農
業
の
発
展
に
寄
与
さ
れ
て

い
ま
す
。

　

主
に
水
稲
、
園
芸
作
物
づ
く

り
に
取
り
組
ま
れ
、
平
成
五
年

か
ら
福
井
県
指
導
農
業
士
、
同

七
年
か
ら
小
浜
市
認
定
農
業
者

と
し
て
、
農
業
経
営
の
改
善
と

規
模
拡
大
に
尽
力
さ
れ
て
い
ま

す
。
現
在
は
小
浜
市
認
定
農
業

者
連
絡
協
議
会
会
長
、
小
浜
市

担
い
手
育
成
総
合
支
援
協
議
会

委
員
と
し
て
広
域
営
農
の
推

進
、
農
業
者
へ
の
支
援
活
動
に

大
き
く
貢
献
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

平
成
十
七
年
、
小
浜
湾
を
澄

ん
だ
き
れ
い
な
海
に
し
よ
う
と

小
浜
湾
ア
マ
モ
マ
ー
メ
イ
ド
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
開
始
。
環
境
浄

化
に
効
果
が
あ
る
と
さ
れ
る
ア

マ
モ
場
の
造
成
に
精
力
的
に
取

り
組
ま
れ
て
い
ま
す
。
食
を
は

ぐ
く
む
自
然
環
境
の
保
全
と
再

生
へ
の
取
り
組
み
は
市
民
に
も

広
が
り
、
市
が
進
め
る
食
の
ま

ち
づ
く
り
推
進
に
大
き
く
貢
献

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

奨
励
賞

　

小お
ば
ま
す
い
さ
ん
こ
う
こ
う

浜
水
産
高
校

　

ダ
イ
ビ
ン
グ
ク
ラ
ブ

松ま
つ
や
ま山  

善よ
し
あ
き昭  

さ
ん

（
須
縄
・
78
歳
）

　

文
化
奨
励
賞

　

昭
和
二
十
三
年
、
遠
敷
郡
口

名
田
村
青
年
団
に
入
団
し
民
舞

ク
ラ
ブ
を
創
設
。
現
在
ま
で
、

み
ず
か
ら
の
演
技
を
磨
く
と
と

も
に
後
進
の
指
導
に
あ
た
り
、

大
衆
芸
能
と
し
て
の
民
舞
の
振

興
に
努
力
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま

た
、
企
業
や
福
祉
施
設
で
公
演

を
行
う
な
ど
、
市
民
の
娯
楽
振

興
と
健
康
増
進
、
さ
ら
に
は
福

祉
活
動
に
も
積
極
的
に
参
加
さ

れ
て
い
ま
す
。

一い
ち
せ瀬  

敏と
し
お夫  

さ
ん

（
荒
木
・
75
歳
）

　

文
化
奨
励
賞

　

昭
和
二
十
七
年
、
小
浜
謳お
う
ら
く楽

会
に
入
会
。
現
在
ま
で
謡
曲
の

普
及
と
振
興
に
た
ゆ
ま
ぬ
努
力

を
さ
れ
て
い
ま
す
。
平
成
十
一

年
か
ら
小
浜
市
謡
曲
連
合
会
会

長
を
務
め
ら
れ
、
謡
曲
・
仕
舞

大
会
や
市
総
合
文
化
祭
で
の
発

表
会
を
毎
年
開
催
、
参
加
す
る

と
と
も
に
、
公
民
館
自
主
学
級

の
講
師
と
し
て
積
極
的
に
活
動

さ
れ
る
な
ど
、
文
化
活
動
に
尽

力
さ
れ
て
い
ま
す
。

玉た
ま
い井  

令の
り
こ子  

さ
ん

（
小
浜
広
峰
・
71
歳
）

　

文
化
奨
励
賞

　

書
道
を
愛
好
し
、
か
な
文
字

で
は
全
国
的
に
も
優
れ
た
書
家

の
一
人
で
す
。
昭
和
五
十
六
年

に
は
「
小
浜
カ
ル
チ
ャ
ー
ハ
ウ

ス
め
だ
か
の
学
校
」
を
開
設
。

住
居
の
一
部
を
開
放
し
、
芸
術

を
志
す
若
い
人
た
ち
が
集
う
拠

点
と
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

「
山
川
登
美
子
若
狭
を
謳
う
」

実
行
委
員
会
事
務
局
を
、
第
一

回
開
催
時
か
ら
務
め
ら
れ
て
い

ま
す
。

　

保
育
園
、
小
学
校
、
公
民
館

な
ど
へ
赴
き
、
子
ど
も
た
ち
に

本
の
読
み
語
り
、
エ
プ
ロ
ン
シ

ア
タ
ー
、
紙
芝
居
な
ど
を
行
っ

て
い
ま
す
。
美
し
い
言
葉
を
子

ど
も
た
ち
に
語
り
、
思
い
や
り

の
心
や
感
動
す
る
心
を
は
ぐ
く

ん
で
い
ま
す
。
ま
た
、
中
学
校

で
は
図
書
室
の
整
理
、
本
の
紹

介
な
ど
を
行
い
、
読
書
の
普
及

に
努
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

文
化
奨
励
賞

小お
ば
ま浜
児じ
ど
う童
文ぶ
ん
が
く
か
い

学
会
風ふ
う
む夢

　

平
成
二
年
、
弦
楽
器
演
奏
愛

好
グ
ル
ー
プ
と
し
て
結
成
。
文

化
会
館
を
活
動
拠
点
と
し
、
養

護
学
校
、
友
愛
園
な
ど
福
祉
施

設
へ
の
慰
問
な
ど
を
行
っ
て
い

ま
す
。
同
十
年
に
は
市
文
化
協

会
に
加
盟
し
、
同
年
よ
り
市
総

合
文
化
祭
に
出
演
。
地
方
で
は

な
か
な
か
接
す
る
こ
と
の
で
き

な
い
、
生
の
弦
楽
合
奏
を
広
く

市
民
に
聞
い
て
い
た
だ
く
活
動

を
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

文
化
奨
励
賞

ア
ン
サ
ン
ブ
ル
若わ
か
さ狭

【
感
謝
状
】

島し
ま
づ津  

寿と
し
こ子  

さ
ん

（
若
狭
町
小
原
・
65
歳
）

　

平
成
五
年
か
ら
吟
舞
の

普
及
啓
発
に
ご
協
力
い
た

だ
い
て
い
ま
す
。
同
十
五

年
に
は
当
時
の
上
志
比
村

で
、
拉
致
被
害
者
家
族
の

濱
本
雄
幸
さ
ん
が
詠
ん
だ

漢
詩
を
吟
舞
で
表
現
さ

れ
、
拉
致
問
題
の
早
期
解

決
を
呼
び
か
け
て
集
め
た

募
金
を
市
に
寄
付
し
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。

【
感
謝
状
】

ア
マ
モ
サ
ポ
ー
タ
ー
ズ

　

平
成
十
七
年
に
設
立
。

小
浜
水
産
高
校
ダ
イ
ビ
ン

グ
ク
ラ
ブ
の
皆
さ
ん
が
取

り
組
む
「
小
浜
湾
ア
マ
モ

マ
ー
メ
イ
ド
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
」
を
市
民
レ
ベ
ル
で
支

援
さ
れ
て
い
ま
す
。
近
隣

の
子
ど
も
た
ち
や
漁
家
組

合
員
な
ど
と
連
携
、
協
力

し
、
市
が
進
め
る
食
の
ま

ち
づ
く
り
推
進
に
大
き
く

貢
献
し
て
い
た
だ
い
て
い

ま
す
。


